
   

 
 

微弱なノイズ電流により、高齢者の体のバランスが持続的に改善する 
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２．発表のポイント：  
 ◆経皮的ノイズ前庭電気刺激により高齢者の身体のバランス機能が長期的に改善しました。 
 ◆経皮的ノイズ前庭電気刺激がその刺激を停止した後も長期にわたり身体のバランスを安定

化させる、という新しい現象を示しました。 
 ◆治療困難な身体のバランス機能の障害に対する新しい治療法開発の礎となる研究として意

義があります。 
 
３．発表概要：  
内耳に存在する前庭器官は身体のバランスを保つのに重要な役割を果たしており、前庭の働

きが悪くなると身体のバランスが悪くなります。高齢者の前庭障害は、従来の治療では改善し

ないことが多く、有効な治療法がありません。 
東京大学医学部附属病院 耳鼻咽喉科・聴覚音声外科の藤本千里助教、岩﨑真一准教授、山岨

達也教授らの研究グループはこれまでに、耳の後ろに装着した電極より微弱なノイズ電流を加

える、経皮的ノイズ前庭電気刺激（nGVS）により、健常者と両側前庭障害を有する患者にお

いて、身体のバランスが著明に改善することを明らかにしました。ただこれまでの研究は、短

い時間（30 秒間）の刺激中の改善が示されただけであり、長期的な改善の有無については明ら

かではありませんでした。 
 本研究では、高齢な健常者に 30 分間 nGVS を加えたところ、刺激を停止した後も数時間に

わたり身体のバランスが安定化する、という新しい現象をとらえました。この研究成果は、常

に電流の刺激をしなくても身体のバランスが持続的に改善することを示し、治療への応用に有

効であると考えられます。 
本研究グループは今後、nGVS の両側の前庭障害を有する患者に対する長期的なバランス改

善効果を証明する試験を行う予定であり、その効果が証明できれば、nGVS が両側前庭障害に

よるバランス障害に対する、世界初の科学的信頼性の高い治療法となるものと期待されます。 
なお、本研究は、日本医療研究開発機構（AMED）の「障害者対策総合研究開発事業」の支

援によって行われたものであり、日本時間 11 月 21 日に Scientific Reports にて発表されまし

た。 
 
４．発表内容：  
①研究の背景 
内耳に存在する前庭器官は、頭部の動きを検知し、身体のバランスの維持に重要な役割を果

たしており、その障害はめまいやふらつきといった症状を呈します。前庭障害を主たる原因と



する身体のバランス障害は、高齢者の障害や両側の障害などでは改善しないことが多く、現時

点では有効な治療法がありません。国外では、前庭に刺激電極を留置する人工前庭という方法

が開発されておりますが、手術が必要な侵襲的な治療法であり、治療効果の信頼性も確立され

ておらず、難聴や更なる前庭障害を生じる危険性もあります。 
身体のバランスの障害は、高齢者の 20～50％に発症し、転倒のリスクを上昇させます。前庭

障害は高齢者のバランス障害の主要因で、転倒やそれに伴う骨折・寝たきり・認知症の大きな

原因の一つであり、患者の日常生活動作に影響を与えクオリティオブライフを著しく害しする

ことから、新たな科学的信頼性の高い治療法の開発が望まれています。 
本研究グループはこれまで、確率共振（注 1）のメカニズムを応用し、耳の後ろに装着した

電極から微弱なノイズ電流を加えるという、経皮的ノイズ前庭電気刺激（noisy galvanic 
vestibular stimulation, nGVS）という方法により、身体のバランス機能の改善を目指す研究

に取り組んでいます（図 1）。先行研究では、nGVS により健常者および前庭障害患者で身体

のバランスの改善を認めました。ただこの研究では、30 秒間という短い時間の nGVS 刺激中

における改善が示されただけであり、nGVS による長期的な改善の有無については明らかにな

っていませんでした。 
 

②研究内容 
 本研究では、64～70 歳の比較的高齢な健常者 30 名を対象とし、痛みや不快感が生じない程

度の微弱な nGVS の長期刺激（30 分間刺激と 3 時間刺激）によるバランスの改善効果につい

て、前向き自主臨床試験による検討を行いました。身体のバランス機能の評価は重心動揺検査

（注 2）を用い、目を閉した状態で評価しました（図 1）。身体のバランスを評価する複数の

パラメータを用いて評価を行った結果、30 分刺激においても 3 時間刺激においても、刺激終了

した後においても数時間にわたり、バランスの改善効果が持続することが明らかになりました。

さらに、30 分刺激を 4 時間の間隔をあけて反復することにより、刺激終了後の改善効果が強ま

る傾向が見られ、改善効果の持続時間においても 1 回目の刺激に比べ延長することを見出しま

した（図 2）。 
 
③社会的意義・今後の予定 
 先行研究における 30 秒間の nGVS 刺激中に認められたバランスの改善は、現時点で有効な

治療法が存在しない高度な前庭障害によるバランス障害に対し、新しい治療法としての可能性

を示すものです。本研究では、nGVS がその刺激を停止した後も長時間にわたって身体のバラ

ンスを改善し続けるという、新しい現象を示しました。この研究成果は、常に電流の刺激をし

なくても体のバランスの改善が持続することを示しており、今後の治療への応用に向けて意義

の高い成果と考えられます。また、本研究は、高齢者を対象とした試験であり、nGVS が高齢

者のバランス改善に貢献し、転倒・骨折の減少に寄与する可能性を示す研究といえます。これ

ら一連の nGVS の研究は、これまで治療が困難であった身体のバランス障害に対する新しい治

療法開発の礎となる研究として非常に重要であると考えられます。 
 本研究グループは、今後、nGVS の両側前庭障害の患者に対する長期的な身体のバランス改

善効果を証明するための試験を行う予定としています。この試験で nGVS の効果が証明できれ

ば、nGVS が両側前庭障害による身体のバランス障害に対する、世界初の科学的信頼性の高い

治療法となるものと期待されます。 
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７．用語解説：  

注 1 確率共振 
適度なノイズにより微弱な入力信号の非線形系の応答が増強される現象のことであり、姿勢制

御系、視覚、心拍制御など、多岐に渡って確率共振的挙動が観測されています。また様々な研

究により、生体内に内在するノイズあるいは外的なノイズが、脳神経系の動作に有利に働きう

るという概念が定着しています。 
 
注 2 重心動揺検査 
重心動揺検査は、直立姿勢における身体の動揺を足圧中心（地面と接触している床反力の平均

作用点）の動揺としてとらえ、それを記録・分析することによって、立位における身体のバラ

ンス機能を評価する検査です。 
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